
歩
い
て
感
じ
る
郷
土
の
魅
力

　

11
月
29
日
、
獅
子
島
小
中
学
校
で
は
、
周
回
コ
ー
ス
約
23
㌔
を
歩

く
島
内
一
周
遠
行
を
実
施
。
生
徒
ら
は
秋
空
の
下
、
ど
ん
ど
ん
歩
を

進
め
、
豊
か
な
自
然
に
触
れ
合
い
ま
し
た
。　
（
関
連
記
事
＝
Ｐ
19
）



園児の声援を受け、力走する選手

たすきを受け、走り出す選手優勝した東陸友会の選手たち

ゴール直前のデッドヒート

１本のたすきが
　チームを一つに

第64回長島一周駅伝競走大会

　

11
月
16
日
、
第
64
回
長
島
一
周

駅
伝
競
走
大
会
が
あ
り
、
全
長
36
・

２
㌔
の
コ
ー
ス
に
中
学
校
の
部
７

チ
ー
ム
、
一
般
の
部
11
チ
ー
ム
合
計

２
１
９
人
が
出
場
し
、
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
の
川
添

健
町
長
が
「
長
島
一
周
駅
伝
は
先
人

の
努
力
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
伝

統
。
今
大
会
も
花
を
添
え
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
選
手
を
代

表
し
て
東
陸
友
会
の
入
口
寛
史
さ
ん

が
「
ふ
る
さ
と
長
島
で
一
本
の
た
す

き
を
つ
な
い
で
走
れ
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
、
希
望
や
夢
を
与
え
る
よ
う

な
走
り
を
見
せ
ま
す
」
と
力
強
く
宣

誓
し
ま
し
た
。

　

発
着
地
の
役
場
前
で
各
チ
ー
ム
第

一
走
者
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、
選

手
は
緊
張
の
面
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
並
び
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
号
砲
が
鳴
ら
さ
れ
る

と
、
仲
間
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
た

す
き
を
胸
に
18
人
の
選
手
が
勢
い
よ

く
駆
け
出
し
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
関
係
者
や
地
域
住
民

ら
の
声
援
が
飛
び
交
う
中
、
選
手
た

ち
は
懸
命
に
足
を
進
め
、
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

一
般
の
部
で
２
連
覇
を
達
成
し
た

東
陸
友
会
の
小
山
広
喜
監
督
は
「
新

人
が
加
入
し
、
チ
ー
ム
の
底
上
げ
に

つ
な
が
っ
た
」
と
喜
び
を
か
み
し
め

ま
し
た
。

◇
大
会
新
記
録

一
般
の
部

４
区　

田
ノ
上
尚
吾
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

12
分
34
秒

10
区　

入
口　

寛
史
（
東
陸
友
会
）

　
　
　

10
分
16
秒

中
学
校
の
部

１
区　

宮
路
隆
太
郎
（
鷹
巣
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

７
分
31
秒

３
区　

平　
　

慈
源
（
鷹
巣
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

10
分
７
秒　

　
　
　

鈴
木　

飛
琉
（
長
島
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

10
分
42
秒

５
区　

竹
山　

莉
桜
（
長
島
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

８
分
13
秒

９
区　

山
口　

桃
佳
（
長
島
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

６
分
20
秒

13
区　

川
添　

堅
斗
（
鷹
巣
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

10
分
４
秒

◇
永
年
選
手
賞

25
回
選
手
賞

瀬
戸
口
広
幸
（
長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

20
回
選
手
賞

原
田　

政
博
（
長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

15
回
選
手
賞

濵
村　
　

要
（
東

陸

友

会
）

丸
橋　

雄
太
（
長
島
町
役
場
）

10
回
選
手
賞

山
下
真
之
介
（
東

陸

友

会
）

川
俣　

貴
範
（
東

町

漁

協
）

宮
之
原
雄
貴
（
消
防
１
１
９
）

桐
野　

聖
太
（
消
防
１
１
９
）

山
口　
　

剛
（
消

防

団
）

◇
一
般
の
部

優
勝　

東
陸
友
会　
　
　
　
　
（
２
時
間
14
分
34
秒
）

２
位　

東
町
漁
協　
　
　
　
　
（
２
時
間
17
分
18
秒
）

３
位　

長
島
町
役
場　
　
　
　
（
２
時
間
21
分
４
秒
）

４
位　

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ　
　
　
　
（
２
時
間
29
分
４
秒
）

５
位　

黒
牛
会　
　
　
　
　
　
（
２
時
間
29
分
33
秒
）

６
位　

消
防
１
１
９　
　
　
　
（
２
時
間
33
分
37
秒
）

７
位　

獅
子
島
駅
伝
ク
ラ
ブ　
（
２
時
間
33
分
41
秒
）

８
位　

消
防
団　
　
　
　
　
　
（
２
時
間
33
分
54
秒
）

９
位　

青
年
団　
　
　
　
　
　
（
２
時
間
55
分
13
秒
）

10
位　

長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ　
　
（
２
時
間
55
分
50
秒
）

オ
ー
プ
ン
参
加　

　
　
　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み　
（
２
時
間
54
分
28
秒
）

◇
中
学
校
の
部

優
勝　

長
島
中
学
校
Ａ　
　
　
（
２
時
間
18
分
14
秒
）

２
位　

鷹
巣
中
学
校
Ａ　
　
　
（
２
時
間
23
分
７
秒
）

３
位　

川
床
中
学
校
Ａ　
　
　
（
２
時
間
29
分
１
秒
）

４
位　

長
島
中
学
校
Ｂ　
　
　
（
２
時
間
30
分
１
秒
）

５
位　

鷹
巣
中
学
校
Ｂ　
　
　
（
２
時
間
30
分
43
秒
）

６
位　

平
尾
中
学
校　
　
　
　
（
２
時
間
32
分
22
秒
）

７
位　

川
床
中
学
校
Ｂ　
　
　
（
２
時
間
46
分
31
秒
）
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↑指江庁舎で行われたキャンパス開所の除幕式

長島大陸夢創造キャンパスが開所

①

②

③

④

⑤

↑ガーデンズシネマでの特設コーナー

産
業
振
興
活
性
化
に
向
け
て

　

10
月
28
日
、長
岡
技
術
科
学
大
学
・

鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
長
島
大

陸
夢
創
造
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
所
式
が

役
場
指
江
庁
舎
で
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
１
月
に
本
町
は
国
立
大

学
法
人
長
岡
技
術
科
学
大
学
（
東
信

彦
学
長
）
と
独
立
行
政
法
人
国
立
高

等
専
門
学
校
機
構
鹿
児
島
工
業
高
等

専
門
学
校
（
氷
室
昭
三
校
長
）
と
の

間
で
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。
同
大

学
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
苗
生
産
技
術

の
研
究
を
中
心
に
町
役
場
の
一
部
施

設
を
利
用
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
後
の
研
究
の
充
実
や
十
分
な

敷
地
の
確
保
を
図
る
た
め
、
今
回
の

キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
に
至
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
関
係
者
ら
約
50
人
が
出

席
し
、
川
添
町
長
が
「
本
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
解
決
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
研
究
事
業
の
拠
点
と
な
る
施

設
。
夢
の
創
造
発
信
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
た
い
」
と
期
待
を
込
め
、
東

信
彦
学
長
は
「
今
後
は
さ
ら
に
共
同

研
究
が
活
性
化
す
る
と
思
わ
れ
る
。

地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に

進
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
指
江
庁
舎
の
２
階
会
議
室

を
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
室
と
し
、
パ

ソ
コ
ン
や
実
験
機
器
が
設
置
さ
れ
、

学
生
な
ど
が
研
究
で
き
る
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
12
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り
が
11

月
24
日
、
薄
井
漁
港
で
開
催
さ
れ
、

約
１
万
１
０
０
０
人
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

獅
子
島
七
郎
太
鼓
の
演
奏
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
町
地
域
戦
略
協

議
会
の
長
元
信
男
東
町
漁
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
が
「
多
く
の
か

た
に
来
場
い
た
だ
き
感
謝
。
町
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
に
定
着
し
た
お
さ
か
な

祭
り
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
。
毎
回
人
気
を
集
め
る

模
擬
入
札
や
魚
の
一
本
釣
り
の
ほ
か
、

漁
船
パ
レ
ー
ド
、
大
漁
祈
願
餅
投
げ

な
ど
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

海
産
物
や
農
産
物
な
ど
の
出
店
が

軒
を
連
ね
た
会
場
内
で
は
、
長
島
の

新
鮮
な
食
を
買
い
求
め
る
来
場
者
で

埋
め
つ
く
さ
れ
、
刺
身
や
ブ
リ
カ
ツ

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
た
ブ
リ
試
食

コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。

　

芸
能
シ
ョ
ー
で
は
、
演
歌
歌
手
の

中
村
美
律
子
さ
ん
が
初
出
演
。「
河

内
お
と
こ
節
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を

披
露
し
、
大
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
株
式
会
社
南
九
州

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
飯
塚
隆
代
表

取
締
役
社
長
と
古
田
義
富
オ
ー
ナ
ー

か
ら
東
町
漁
協
に
「
長
島
町
養
殖
ブ

リ
赤
潮
被
害
義
援
金
」
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
の
小
学
１
年
生
、
祁
答

院
唯
さ
ん
は
「
ブ
リ
を
初
め
て
食
べ

て
、
お
い
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

　

県
内
で
11
月
９
日
か
ら
公
開
さ

れ
た
映
画
「
夕
陽
の
あ
と
」
が
人

気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

上
映
さ
れ
て
い
る
映
画
館
、

ガ
ー
デ
ン
ズ
シ
ネ
マ（
鹿
児
島
市
）

で
は
、
週
末
は
各
回
で
満
席
が
続

き
、
当
初
１
カ
月
間
の
公
開
予
定

か
ら
、
さ
ら
に
１
カ
月
の
延
長
上

映
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
同
映
画
の
特
設

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
長
島
町

の
特
産
品
も
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

支
配
人
の
黒
岩
美
智
子
さ
ん
は

「
地
域
発
信
の
映
画
に
あ
り
が
ち

な
観
光
優
先
で
は
な
く
、
人
び
と

の
心
が
伝
わ
る
ド
ラ
マ
だ
か
ら
響

く
の
だ
ろ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
映
画
館
で
も
公
開
さ
れ

て
い
る
の
で
、
家
族
や
友
人
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
地
方
創
生
課
地
方
創
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
０
１
［
直
通
］

優
し
さ
が
伝
わ
る
作
品
と
好
評

第
12
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り

①一本釣りで大物ブリを引き上げた子どもたち②模擬入札で
最高額 16,000 円で競り落とされた海産物セット③競り人の
威勢のよい声が響く模擬入札④大漁祈願餅投げは寿司詰め状
態⑤観客席の中を歌いながら歩き、熱視線を浴びる中村美律
子さん

新鮮な食、
多彩な催しが大盛況

映
画
「
夕
陽
の
あ
と
」
が
満
員
御
礼
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第
14
回
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

↑スピードに乗せて坂道を駆け下りるランナーたち

↑仮装で楽しみながら走る親子

↑蔵之元小全校児童による合唱

第 14回長島町総合文化祭

咲き誇る沿道のツワブキと歩を進める参加者

↑作品を見入る来場者 ↑長島中吹奏楽部の演奏

↑なごみ会の舞踊

　

第
14
回
長
島
町
総
合
文
化
祭
が
11

月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
町
文

化
ホ
ー
ル
と
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
の
前
夜
祭
で
は
、
町
内
の
舞

踊
や
合
唱
団
な
ど
の
団
体
が
出
演
し

ま
し
た
。

　

翌
３
日
の
本
祭
で
は
、
開
会
式
で

川
添
町
長
が
「
長
島
は
現
在
、
造
形

展
や
映
画
公
開
な
ど
で
芸
術
文
化
が

真
っ
盛
り
。
今
日
も
楽
し
い
一
日
に

な
る
よ
う
に
」と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

第
18
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、「
一
般
の
部
」、「
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
部
」、「
学
校
・
幼
稚
園
の
部
」

で
入
賞
し
た
各
団
体
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
舞
台
発
表
で
は
、
前
夜
祭
に
引
き
続

き
、
小
中
学
生
や
文
化
協
会
加
盟
団
体

な
ど
が
演
目
を
披
露
し
、
観
客
席
か
ら

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
引
退
を
迎
え
た
、
長
島
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
３
年
生
脇
田
莉
未

さ
ん
は
「
最
後
の
演
奏
は
緊
張
し
た

け
ど
、
楽
し
く
で
き
た
」
と
充
実
し

た
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
体
育
館
内
で
は
、
園

児
や
児
童
ら
の
作
品
や
書
道
、
盆
栽

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
が
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。

町
内
の
文
化
芸
能
の
成
果
一
堂
に

　

第
14
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
が
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
が
秋
の
長
島
路
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　

今
回
は
旧
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
跡
地

を
発
着
点
と
す
る
３
㌔
と
10
㌔
の
ほ

か
、
１
・
５
㌔
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー

ス
に
町
内
外
か
ら
９
６
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
過
ぎ
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
。
号
砲
と
と
も

に
駆
け
出
し
た
子
ど
も
を
笑
顔
で
追

い
か
け
る
保
護
者
や
仮
装
で
マ
イ

ペ
ー
ス
に
楽
し
む
親
子
の
姿
が
見
ら

　

第
６
回
長
島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
11
月
20
日
に
行
わ
れ
、
町
内

外
か
ら
の
６
０
０
人
の
参
加
者
が
長

島
の
秋
の
花
ば
な
を
見
な
が
ら
、
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
川
添
町
長
が
「
き

れ
い
な
花
ば
な
を
眺
め
、
長
島
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
参
加
者
を
歓
迎
し

ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
会
場
の
町
総
合
町
民
体

育
館
駐
車
場
か
ら
赤
崎
橋
パ
ー
キ
ン

グ
を
折
り
返
す
７
㌔
と
川
床
ふ
れ
あ

い
の
郷
を
折
り
返
す
13
㌔
の
２
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
満
開
に
咲
き
誇
っ
た
ツ

ワ
ブ
キ
や
コ
バ
ノ
セ
ン
ナ
な
ど
を
前

に
風
景
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な

が
ら
散
策
し
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
ミ

カ
ン
や
お
茶
な
ど
の
も
て
な
し
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
会
場
内
で
行
わ
れ

た
抽
選
会
や
花
の
無
料
配
布
、
出
店

を
楽
し
む
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

薩
摩
川
内
市
か
ら
参
加
し
た
田
代

ふ
く
代
さ
ん
は
「
抽
選
会
で
２
年
連

続
で
タ
イ
が
当
た
っ
た
。
嬉
し
い
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

起
伏
の
激
し
い
10
㌔
と
３
㌔
の

コ
ー
ス
で
は
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
健

脚
を
競
い
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
特
産
の
ブ
リ
や
タ

イ
、
ミ
カ
ン
な
ど
が
当
た
る
お
楽
し

み
抽
選
会
の
ほ
か
、
蒸
か
し
イ
モ
や

う
ど
ん
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
参
加

者
は
疲
れ
た
体
を
癒
し
ま
し
た
。

　

親
子
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
に
参

加
し
た
薩
摩
川
内
市
の
麻
生
悠ゆ

う
と仁

君

は
「
最
後
の
上
り
坂
が
き
つ
か
っ
た

け
ど
、
お
父
さ
ん
に
背
中
を
押
し
て

も
ら
っ
て
頑
張
れ
た
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

第
６
回
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

秋
の
花
街
道
を
歩
い
て
満
喫

東
シ
ナ
海
眺
め
爽
快
ラ
ン
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↑委託される町立学校給食センター

政治家の寄附禁止の対象例

総務省ホームページ
（なるほど選挙「寄附の禁止」）

http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html

　

年
末
年
始
は
お
歳
暮
や
お
年
賀
な

ど
、
何
か
と
贈
り
物
や
お
祝
い
事
を

す
る
機
会
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ま
に

改
め
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
が

き
れ
い
な
政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な

い
政
治
の
実
現
、
選
挙
の
公
正
の
確

保
を
目
指
す
「
三
な
い
運
動
」（
贈

ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な

い
）
で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金

や
物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有

権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を

求
め
る
こ
と
も
、
公
職
選
挙
法
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
寄
附
禁
止

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

お祭りへの寄附・差し入れ、
町内会の集会・旅行などの
催し物への寸志・飲食物の
差し入れ

開店祝などの花輪、
葬儀の花輪・供花、
病気見舞いなど

結婚祝（※）、
香典（※）、
卒業祝、
入学祝など

お歳暮・お年賀など

※政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してその場で行う場合には、
罰則が適用されない場合があります。

その他禁止されている行為
○政治家が選挙区内にある人に対して、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状などのあいさつ状（電報なども
含む）を出すことは禁止されています。
○政治家や政治家の後援会が、選挙区内にある人に対して、主としてあいさつを目的とする有料の広告を新聞・雑誌・
テレビ・ラジオ・インターネットなどに出すと処罰されます。

◎問い合わせ先
　役場選挙管理委員会　☎（86）1111［直通］

贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い

徹
底
し
よ
う「
三
な
い
運
動
」

※広報誌「総務省」（2019 年 12 月号）から抜粋

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
て
寄
附
を

す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ

ら
ず
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
治
家
以
外
の
人
が
政
治
家
の
名
義
の
寄
附
を
す

る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　

政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ
う
勧
誘
や
要
求

を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を
威

迫
し
て
、
あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙

権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ

ま
す
。

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る
団
体
や
会
社

が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏

名
を
表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方

法
で
寄
附
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お

り
、選
挙
に
関
し
て
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

④
政
治
家
の
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
の
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
が
、

選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
て
、
後
援
団
体
の
設
立

目
的
に
よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄
附

以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か

ん
に
関
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

次の行為が禁止されています

年末年始の交通事故防止運動

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年
度
以
降
の

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
・
運
搬
業
務

委
託
者
の
公
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

町
内
の
個
人
ま
た
は
法
人

○
業
務
委
託
の
内
容

　

学
校
給
食
の
調
理
お
よ
び
各
小
中
学
校
へ
の

配
送
業
務

○
公
募
説
明
会

　

・
日
時　

12
月
20
日
（
金
）
午
後
３
時
～

　

・
場
所　

指
江
庁
舎
２
階
大
ホ
ー
ル

　

・
申
込
締
切　

12
月
19
日
（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
（
88
）
５
６
７
９
［
直
通
］

　飲酒運転は重大な犯罪です。二日酔
い運転も絶対に許されません。

③飲酒運転の根絶
　年末年始は早朝、夕暮れ時、夜間で交通事故が
増加する傾向にあります。
　車を運転する際は早めにライトを点灯するとと
もに、対向車や先行車がいない場合は上向きライ
トで走りましょう。

①早朝、夕暮れ時、夜間の交通事故防止

①夕暮れ時の早めのライト点灯
②原則「上向き」ライト点灯
③トンネル内ライト点灯

３（サン）ライト運動

⑤自転車の交通ルール順守
　県では、中学生以下の子にヘルメットを着用さ
せることを保護者に義務付ける条例を定めていま
す。交通事故に備え、被害軽減に有効
なヘルメットを着用しましょう。
　自転車損害賠償保険の加入は義務な
ので、必ず加入しましょう。

②高齢者の交通事故防止
○高齢運転者の皆さんへ
　アクセルとブレーキの踏み間違いなどの事故が
発生しています。
　加齢に伴う身体機能などの変化
に応じた運転を心掛け、体調や天
候などが悪いときは運転を控えましょう。
　運転に自信のないかたは家族のかたと運転免許
証の自主返納などを話し合いましょう。
○歩行者の皆さんへ
　早朝、夕暮れ時、夜間などに外出するときは明
るい色の服装に夜間反射材を着用しましよう。

④全席ベルト着用の徹底
　運転者は後部座席を含めた全ての座席でシート
ベルトやチャイルドシートが正しく装着されてい
ることを確認しましょう。
　チャイルドシートは子どもの体格に合ったもの
を使用しましょう。

運転者・同乗者
後部座席を含む
全席にシートベ
ルトをさせます

同乗者
車に同乗する
ならシートベ
ルトをします

運転者・同乗者
子ども（幼児）
にはチャイルド
シートをさせます

運転者
車を運転する
ならシートベ
ルトをします

全席ベルト着用！
「します・させます」運動

調
理
・
運
搬
業
務
委
託
者
募
集

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
公
募
説
明
会

　最近町内では、交通事故が多発しています。交
通事故を未然に防止するためには、交通ルールを
守り、交通マナーを実践することが不可欠です。
　一人ひとりが交通事故に関する正しい知識を持

ち、交通事故を防ぎましょう。
◎問い合わせ先
　役場総務課交通安全係　☎（86）1111［直通］

令和２年
１月 10日まで～
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長島町で働ける求人情報！
・１１月１日～１１月３０日ハローワーク出水で掲載受理された求人です。
・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。
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３
日

５
日

６
日

８
日

12
日

13
日
～
14
日

15
日

16
日

16
日
～
18
日

19
日

20
日

　

21
日

　　

22
日

　　

23
日

　

24
日

25
日
～
28
日

　

29
日

第
14
回
長
島
町
総
合
文
化
祭
・
第
18
回
な
が

し
ま
造
形
美
術
展
入
賞
作
品
表
彰
式

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

長
島
町
議
会
第
４
回
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

町
村
長
Ｏ
Ｂ
会
・
理
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
事
務
組
合
議
会　
　
　
（
出
水
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

南
大
隅
町
と
の
南
北
交
流
会
・
懇
親
会

（
町
商
工
会
）

町
村
会
定
期
総
会　
　
　
　
　
（
中
種
子
町
）

12
月
補
正
予
算
町
長
査
定　
　
　
　
（
役
場
）

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

第
64
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会　
（
町
内
）

関
東
な
が
し
ま
会
総
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

出
水
地
区
社
会
基
盤
促
進
協
議
会
県
要
望

（
鹿
児
島
市
）

第
６
回
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
ク

（
町
総
合
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

早
尾
掛
線
着
工
祝
い　
　
　
　
　
　
（
矢
堂
）

町
長
相
談　
　
　
　
　

阿
久
根
地
区
防
犯
協
会
研
修
会　
　
（
役
場
）

町
総
合
運
動
公
園
安
全
祈
願
祭　
　
（
鷹
巣
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会

（
鹿
児
島
市
）

東
町
漁
協
70
周
年
記
念
式
典　
　
　
（
鷹
巣
）

第
12
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り　
（
薄
井
漁
港
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
中
央
要
望

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
評
議
員
会

全
国
町
村
長
大
会
・
要
望
活
動

全
国
水
産
業
振
興
・
漁
業
活
性
化
推
進
大
会
・
定
期
総
会

全
国
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
総
会（

東
京
都
）

課
長
会

町
長
相
談

建
設
新
聞
取
材　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

11月

　見ているだけじゃもったいな
い！自分の「好き」や「やりたい」
を形にしてみよう。ユーチュー
ブの楽しさを伝えます。

　つらい時やいやなことがあっ
た時もへんがおで笑顔になれ
る！めくって、折って、たくさ
んのへんがおになろう。

　

鈴
木
の
り
た
け　

絵

「
へ
ん
が
お
た
い
そ
う
」

　
発
行
　
ポ
プ
ラ
社

　
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
教
室
」

わ
が
前
の
海
面
は
凪
ぎ
て
沖
遠
く
夕
日
は
こ
う
こ
う
と
照

り
つ
つ
沈
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

里
芋
の
広
葉
に
朝
の
露
光
り
こ
ぼ
れ
ぬ
程
に
寒
き
風
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

亡
き
夫
の
植
ゑ
し
紫
陽
花
あ
ざ
や
か
に
蛙
動
か
ず
吾
を
見

て
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

潮
騒
を
ひ
と
り
岸
壁
に
聞
き
て
立
つ
東
の
空
に
十
六
夜
の

月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

逝
く
秋
を
惜
し
む
ご
と
咲
く
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
紅
極
ま
り

て
西
陽
に
映
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

痛
み
つ
つ
も
遠
き
山
田
に
土
均な
ら

す
ト
ラ
ク
タ
ー
の
夫
に
心

労
は
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

石
蕗
の
黄
の
花
の
上
蜘
蛛
の
巣
の
高
く
揺
れ
を
り
陽
に
輝

き
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

雨
あ
と
の
道
辺
に
散
り
敷
く
金
木
犀
に
手
押
し
車
を
た
め

ら
ひ
つ
押
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

篤と
く
の
う農
の
住
み
捨
て
し
家
柿
熟
る
る　
　
　
　

淵
脇　
　

護

新
し
き
御み

よ代
に
新
米
奉
納
す　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

置
き
捨
て
の
石
臼
朽
ち
ず
秋
の
風　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

介
護
保
険
届
き
し
令
和
秋
う
ら
ら　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

造
形
の
今
に
も
動
く
ぞ
秋
の
丘　
　
　
　
　

肥
後　

広
行

と
ん
ぼ
う
の
重
さ
に
揺
る
る
草
の
先　
　
　

大
堂　

正
弘

巫み
こ
ま
い

女
舞
の
鈴
の
静
か
さ
秋
澄
め
り　
　
　
　

関　

佳
代
美

［
短
歌
］

わ
れ
一
人
草
に
ね
転
ぶ
大
空
を
浮
雲
二
つ
ゆ
る
り
流
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

鳴
き
通
す
虫
が
音
澄
ま
せ
聞
き
お
れ
ば
亡
き
娘
の
呼
び
し

声
ぞ
似
て
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

露
天
の
湯
か
た
に
ま
い
く
る
桜
花
友
と
は
し
ゃ
ぎ
大
海
な

が
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

病
室
の
夫
を
見
舞
い
て
さ
び
し
さ
に
わ
く
ら
葉
一
枚
拾
い

て
帰
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
ヨ
シ
エ

六
十
路
越
え
な
お
若
や
ぎ
し
仲
間
た
ち
同
郷
集
い
の
宴
た

け
な
わ
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

人
生
は
我
れ
知
ら
ぬ
と
も
命
ち
な
る
我
れ
な
さ
ず
と
も
事

納
ま
ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

ラ
ジ
オ
に
て
鮎
の
刺
身
も
旨
い
と
か

宗
方　

清
明

赤
蜻
蛉
見
上
げ
て
拝
む
磨ま

か
い
ぶ
つ

崖
仏　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

一
雨
に
が
ら
り
と
秋
の
朝
あ
し
た

か
な　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

芒
だ
ね
妻
と
帰
り
し
垂
水
路　
　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

ま
な
鶴
の
刈
り
済
み
し
田
に
舞
う
一
羽　
　

坂
口　

静
子

文
化
の
日
今
は
思
い
出
藤
間
流　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

夕
映
え
の
海
峡
に
立
つ
秋
気
か
な　
　
　
　

関　

喜
久
雄

長島町地域包括支援センターだより

認知症の悩みは「ろばカフェ」で相談
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
３

日
、
町
総
合
文
化
祭
に
合
わ
せ
て
、
会
場
内
の

一
角
で
認
知
症
カ
フ
ェ
「
ろ
ば
カ
フ
ェ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症
の
か
た
や
そ

の
家
族
、
地
域
住
民
な
ど
が
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
気
軽
に
認
知
症
に
関
す
る
学
習
や
相
談
な
ど

が
で
き
る
場
所
で
す
。

　

平
成
30
年
度
に
本
町
で
介
護
保
険
申
請
に

至
っ
た
原
因
疾
患
で
最
も
多
か
っ
た
も
の
が
認

知
症
で
す
。

　

認
知
症
で
悩
む
か
た
が
増
え
て
き
て
い
る
一

方
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
限

ら
れ
て
お
り
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い

人
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ろ
ば
カ
フ
ェ
で
は
、
本
人
・
家
族
が
認
知
症

に
関
す
る
情
報
収
集
や
専
門
職
に
相
談
で
き
る

な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
令

和
２
年
度
か
ら
は
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
か
た
は
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
連
絡
く
だ
さ

い
。　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３

↑文化祭で開かれた
ろばカフェの様子

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
出
水
地
区
租
税

教
育
推
進
協
議
会
お
よ
び
国
税
庁
で
は
、
税
に
関

す
る
作
品
を
募
集
し
た
結
果
、
町
内
で
は
次
の
と

お
り
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

▽
小
学
生
書
道
の
部

　

○
出
水
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
優
秀
賞

　
　

髙
橋
ひ
な
の
（
伊
唐
小
６
年
）

　

○
長
島
町
商
工
会
会
長
賞

　
　

馬
場　

一
歩
（
伊
唐
小
６
年
）

▽
小
学
生
標
語
の
部

　

○
出
水
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
優
秀
賞

　
　

湊　
　

獅
童
（
平
尾
小
６
年
）

▽
中
学
生
書
道
の
部

　

○
出
水
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
入
選

　
　

福
留　

美
沙
（
長
島
中
２
年
）

　

○
出
水
地
区
宅
建
業
税
務
協
議
会
会
長
賞

　
　

大
西
ひ
な
の
（
長
島
中
２
年
）

▽
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
入
選
者

　

○
鹿
児
島
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
　

小
﨑　

爽
史
（
鷹
巣
中
１
年
）

　

○
出
水
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

　
　

松
永　

侑
奈
（
川
床
中
３
年
）

　
　

濵
田　

莉
帆
（
長
島
中
３
年
）

　
　

宮
脇　

昊
洋
（
鷹
巣
中
３
年
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署　

☎
（
62
）
０
２
０
０

令
和
元
年
度
「
税
に
関
す
る
作
品
」
表
彰

暮らしを支える税の理解を深めて
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巡
回
無
料
法
律
相
談
会
開
催

　

鹿
児
島
県
弁
護
士
会
で
は
、
当

会
所
属
の
弁
護
士
を
派
遣
し
て
各

地
を
巡
回
す
る
形
で
の
無
料
法
律

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

日
常
生
活
で
の
悩
み
事
や
ト
ラ
ブ

ル
に
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供

す
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

身
近
な
こ
と
か
ら
何
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
遠
慮
な
く
利
用
く

だ
さ
い
。

※
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、
予
約

制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日
時

　

12
月
20
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
行
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
令
和
４
年
３
月
末
ま

で
の
期
間
に
限
り
、
昭
和
37
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
を
対
象
に

風
し
ん
の
抗
体
検
査
と
定
期
予
防

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
昭
和
47
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
男
性
に
ク
ー
ポ
ン
券
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を

受
け
た
人
の
う
ち
風
し
ん
抗
体
保

有
率
は
全
国
で
80
・
０
㌫
に
対

し
、
本
町
は
55
・
３
㌫
と
少
な
い

結
果
に
な
っ
て
お
り
、
６
月
か
ら

始
ま
っ
た
検
査
の
実
施
率
は
12
㌫

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

無
料
で
受
け
ら
れ
る
検
査
と
予

防
接
種
を
こ
の
機
会
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
出
張
相
談
会

　

ほ
く
さ
つ
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
か
た
の
就
職
や
生
活
の
相

談
、
企
業
の
障
が
い
者
雇
用
相
談

な
ど
に
応
じ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

○
日
程
＝
令
和
２
年
１
月
24
日（
金
）

○
時
間

　

・
午
前
10
時
～
12
時

　

・
午
後
１
時
～
３
時

○
場
所

　

役
場
鷹
巣
庁
舎
１
階
相
談
室

○
参
加
料
＝
無
料

　

希
望
さ
れ
る
か
た
は
連
絡
く
だ

さ
い
。
当
日
受
け
付
け
も
行
い
ま

す
が
、
順
番
待
ち
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ほ
く
さ
つ
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
６
（
29
）
５
０
２
２

均
等
・
均
衡
待
遇
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労

働
法
お
よ
び
改
正
労
働
者
派
遣
法

が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

　

正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
の
間

の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ

れ
、
正
規
雇
用
と
の
均
等
・
均
衡

待
遇
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
働
く
か

た
が
た
や
企
業
の
担
当
者
か
ら
の

疑
問
や
相
談
に
答
え
る
た
め
の
特

別
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ

い
。

○
開
設
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

○
場
所

　

鹿
児
島
合
同
庁
舎
２
階

　
（
鹿
児
島
市
山
下
町
13
番
21
号
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
３
９

通
信
利
用
動
向
調
査
に
協
力
を

　

通
信
利
用
動
向
調
査
は
総
務
省

が
毎
年
行
っ
て
い
る
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
我

が
国
の
通
信
・
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
を
把
握
す
る
調
査
で
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
世
帯
や
事
業
所
母
集
団

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
企
業
に
回
答
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
記
入
さ
れ
た
情
報
は
厳
重
に

管
理
し
、
統
計
の
作
成
以
外
の
目
的

に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

集
計
さ
れ
た
結
果
は
国
の
政
策

づ
く
り
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な

り
、
多
く
の
自
治
体
や
民
間
企
業

が
集
計
結
果
を
参
照
し
て
い
ま
す

の
で
、　

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人
輿
論
科
学
協
会

　

☎
０
１
２
０
（
４
６
０
）
３
８
３

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

第
39
回
か
ら
い
も
交
流
・
春
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

　

日
本
の
大
学
に
い
る
外
国
人
留

学
生
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
受
け
入
れ
期
間

　

令
和
２
年
３
月
８
日（
日
）～
22
日（
日
）

○
申
込
期
限

　

令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流
事
務
局

　

☎
０
９
０
（
１
９
２
６
）
８
３
８
０

小
型
船
舶
免
許
更
新
講
習

　

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
講
習
を

開
催
し
ま
す
。

○
期
日
・
時
間

　

令
和
２
年
２
月
２
日
（
日
）

　

受
付　

午
後
２
時
～
２
時
20
分

　

講
習　

午
後
２
時
30
分
～

○
場
所

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階
大
会
議
室

○
対
象

　

有
効
期
限
が
１
年
２
カ
月
以
内

に
切
れ
る
免
許
証
ま
た
は
失
効
し

た
免
許
証

○
当
日
持
参

　

①
操
縦
免
許
証
②
認
印
③
料
金

　

④
住
民
票（
本
籍
記
載
の
も
の
）

　

※
住
所
記
載
の
無
い
免
状
の
場

　

合
ま
た
は
記
載
事
項
に
変
更
が

　

あ
る
場
合

○
料
金
・
講
習
時
間

　

更
新
＝
９
千
円
（
１
時
間
）

　

失
効
＝
１
万
５
千
円（
２
時
間
20
分
）

（
送
料
・
写
真
代
含
む
）

※
写
真
は
当
日
撮
影
し
ま
す
。

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
視
力
検
査
も
実
施
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
出
願
期
限

　

・
１
回
目

　
　

令
和
２
年
２
月
29
日
（
土
）

　

・
2
回
目

　
　

令
和
２
年
３
月
17
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

12月は
　町県民税（4 期）
　国民健康保険税（6 期）
　介護保険料（6 期）
　後期高齢者医療保険料（6 期）　の納付月です。

『納付期限は 12 月 27 日（金）』

　町では、12月を「町税完納月間」、県では「県
下一斉国保税滞納整理月間」と定め、町税の確保
に努めています。
　軽自動車税、固定資産税、町県民税、国民健康
保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の納
付は 12 月 27 日（金）が最後の納付期限となり
ます。
　各納付期限が未納となっているかたは早めの納
付をお願いします。
　口座振替のかたは 25日（水）が振替日なので、
預金残高の確認をお願いします。
　税金は、私たち町民が豊かで安心した暮らしを
送るための社会共通の会費です。税に対するご理
解とご協力をお願いします。

Tax ews

◎問い合わせ先
　役場税務課管理収納係　
　☎（86）1172［直通］

町税の年内完納にご協力ください！ ～ 12月は町税完納月間～
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↑火おこしに挑戦する子ども

第 26 回長島古墳まつり

古
　第 26 回長島古墳まつりが 10 月 19 日、ながし
ま風車公園でありました。
　この日は、町内の児童ら約 80 人が参加し、神
事を行った後、勾

まがたま

玉づくりや火おこし体験、弓矢
の操作など大昔の生活を体験しました。
　火おこし体験では、なかなか火が付けられず、
悪戦苦闘していた子どもたちでしたが、煙が立つ
と歓喜の声を上げていました。
　昼食では、古代米や鍋料理などが振る舞われ、
子どもたちはおいしそうに頬張りました。　

代の暮らしを体験

↑盛況となった餅投げの様子

第１回ふれあい・ながしま軽トラ市

台に特産品が満載荷
　長島町商工会では、10 月 27 日に第１回ふれあ
い・ながしま軽トラ市を同所で開催しました。
　これは、同商工会が地域活性化を目的に企画し
たもので、今回は店舗に見立てた軽トラック 11
台が並び、農産物や水産物、雑貨などが出品され、
大いににぎわいました。
　このほか、豪華賞品が当たるスタンプラリーや
餅投げなどのイベントもあり、大人から子どもま
で楽しんでいました。
　木場盛二会長は「今後も町内外から多くの人が
集まるイベントに定着させたい」と意気込みまし
た。

↑表彰を受けた長島中の生徒ら

令和元年度「かごしまの教育」県民週間

語の部で優秀賞と学校賞標
　令和元年度地域が育む「かごしまの教育」県民
週間において、標語の部で長島中学校１年生の小
屋海琴さんが優秀賞、長島中学校が学校賞を受賞
しました。
　これは県民一人ひとりに鹿児島の教育について
考えてもらう機会として、毎年県教育委員会が実
施しているものです。
　11 月１日に開かれた同校の文化祭で、県教育
委員の原之園 政治氏から受賞者に賞状や盾の贈
呈がありました。

↑稲束を丁寧に掛ける児童

↑１部優勝のキングダッシュの選手たち

第 13 回町同期生対抗バレーボール大会

声上がるチームプレー歓
　第 13 回長島町同期生対抗バレーボール大会が
10 月 28 日から 11 月７日まで、町総合町民体育
館でありました。
　今大会は 39 歳以下の１部に 24 チーム、40 歳
以上の２部に 11 チームが出場し、熱戦を展開。
同期生ならではの息の合ったプレーが多く見られ
ました。
　大会結果は次のとおりです。
１部　［優勝］キングダッシュ［準優勝］Fire Ball A
　　　［３位］XX 倶楽部、COLOR
２部　［優勝］Beyond［準優勝］フォーティーシックス
　　　［３位］G-gon's い組、DIESEL

↑中田准教授の講演

第 12 回水産業振興シンポジウム

洋環境への理解深める海
　第 12 回水産業振興シンポジウムが 11 月６日、
町開発総合センターでありました。
　今回は「養殖施設を含む沿岸環境について」を
テーマに２人の講師を招き、水産関係者など約
50 人が出席しました。
　岩切豊副町長が「水産業が基幹産業である本町
にとって、海洋環境問題は重要な課題。講演を通
して参考にしていただきたい」とあいさつ。熊本
大学大学院先端科学研究部の中田晴彦准教授は、
マイクロプラスチックと呼ばれる微小なプラス
チック粒子が海洋や水産業におよぼす研究成果を
発表し、参加者の関心を集めていました。

鷹巣小で稲刈り体験

作の大変さ学ぶ稲
　鷹巣小学校（大野憲久校長・206 人）の５年生
37 人は 10 月 23 日、学校近くの田んぼの稲刈り
体験をしました。
　児童らは、北村秀紀さん（本町）の指導のもと、
６月に植えつけ順調に実った稲穂を丁寧に鎌で刈
り取りました。
　その後、天日干しのために束にして、保護者ら
が組んだ稲干し台に稲束を掛けました。
　坂元飛

つ ば さ

翔君は「最初は硬くて難しかったけど、
慣れたら簡単に稲を刈れた」と笑顔で汗を拭いま
した。
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↑思い思いに楽しんで歩く生徒たち

↑参加者最高齢 94 歳の西村トヨ子さん（川内）によるビン移し

いきいきシルバースポーツ大会

康長寿の輪を広げて健
　町老人クラブ連合会（川添康成会長）が主催す
る令和元年度いきいきシルバースポーツ大会が
11 月 14 日、町総合町民体育館でありました。
　今大会は町内の老人クラブから 10 チーム、約
380 人が参加。玉入れやボール移しなど７つの競
技にはつらつと取り組み、会場中に声援が沸き起
こりました。
　大会結果は次のとおりです。

［優勝］諸浦・獅子島チーム［準優勝］平尾チーム
［３位］川床チーム

↑工事の安全を願う川添町長

町総合運動公園安全祈願祭

動施設ゾーンの整備を開始運
　長島町総合運動公園の安全祈願祭が 11 月 22
日、鷹巣地区であり、関係者ら約 30 人が出席し
ました。
　この事業は、社会資本総合整備計画に基づき平
成 26 年度から整備を進めているもので、今年度
は 400 ㍍トラックとサッカーグラウンドを備え
た運動施設ゾーンの造成工事に着手します。
　屋内・屋外会場を含む町総合運動公園の全体面
積は約 7.4 ㌶になる予定で、スポーツ振興が期待
されます。

第 13 回関東ながしま会総会

故
　関東在住の本町出身者でつくる、第 13 回関東
ながしま会総会が 11 月 17 日、上野精養軒（東
京都台東区）でありました。
　今回は会員 153 人と川添町長を始めとする来
賓 36 人が出席。総会では、同会から町に、児童
の教育図書購入費が寄贈されました。
　懇親会では、焼酎「さつま島美人」を酌み交わし、
故郷の思い出話に花を咲かせたほか、町の近況報
告や映画「夕陽のあと」の PR、特産品の抽選会
などがあり、長島弁と笑い声が響き渡りました。

郷に思いをはせる
獅子島小中で島内一周遠行

で歩き、魅力再発見皆
　獅子島小中学校（川路勇策校長・46 人）では、
11 月 29 日、獅子島一周遠行がありました。
　これは毎年取り組まれている学校行事で、今回
は島内一周林道約 23 ㌔を中学生全員 11 人が歩
き、海岸線や緑豊かな自然を体感しました。
　生徒らは午前９時過ぎに同校を出発。御所ノ浦
方面へ進み、総合交流センターもくもく館で昼食
をとりました。
　昼食後は小学５、６年生 11 人も合流し、午後
４時過ぎ、全員がゴールしました。
　初めて参加した１年生の池田聖騎さんは「皆と
楽しく一周できてよい思い出になった」と充実し
た様子でした。

↑男子優勝の山中チーム

第 14 回町壮年ミニバレーボール大会

ポーツで健康づくりス
　スポーツに参加する機会が少ない壮年層の健康
増進を図るための第 14 回長島町壮年ミニバレー
ボール大会が 11 月 11 日から 12 日にかけて、町
総合町民体育館と町 B ＆ G 体育館でありました。
　今回は男子 14 チーム、女子９チームが出場。
ボールを追いかけ、親睦を深めました。
　男子は山中が初優勝を飾り、女子は蔵之元が６
連覇を達成しました。
　大会結果は次のとおりです。
男子　［優勝］山中［準優勝］茅屋
　　　［３位］薄井Ａ、御所ノ浦Ａ
女子　［優勝］蔵之元［準優勝］指江
　　　［３位］脇崎、浦底

↑長年の労をねぎらわれ、受賞した古田さん（写真右）

航行援助業務で感謝状

年間灯りを見守る15
　灯台の灯火監視などを行い、船の航行援助業務
協力を 15 年間続けてきた、古田勝行さん（御所
ノ浦）が串木野海上保安部から感謝状を受けまし
た。
　古田さんは県最北端の蜂ノ島灯台が設置・点灯
された平成 16 年２月から継続して、点灯や点滅
に異常がないかなどを確認し、船舶交通の安全確
保に貢献。賞状を受け取ると「灯りを見ないと気
になってしまい、毎日の日課になってしまった」
と笑顔で話しました。

↑多くの参加者でにぎわう懇親会の様子
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。

令和元年 11月 30 日現在
(　) 内は前月比

人口 10,384 (- 1 2)
男性   5,038 (- ９)
女性 5,346 (- ３)
世帯   4,502 (+ ３)
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個
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ご
了
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い
。
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入 場 料 ＝全席指定　Ｓ席 4,000 円（子ども 3,000 円）、Ａ席 2,800 円（子ども 1,800 円）
前売券販売所＝長島町文化ホール（指江）・長島町開発総合センター（鷹巣）・Ｒショップかわみなみ（川床）
　　　　　　　竹本商店（川床）・インパルス諏訪（鷹巣）・ショッピングプラザたけだ（指江）
　　　　　　　長島町商工会（鷹巣）・ブックセンター書林（阿久根）・富浜書店（脇本）・諏訪書店（出水）
　　　　　　　出水観光旅行社（出水）・ファミリーマート（全国・イープラス）
　　　　　　　※Ｓ席は町文化ホール、ファミリーマート（イープラス）のみ
販売開始日＝12 月 16 日（月）　午前 10 時～
問い合わせ先＝町文化ホール（町教育委員会社会教育課）☎（88）6500



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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元旦

○鷹巣診療所 86-0054
○内山病院 73-1551
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□長島調剤薬局 64-5555
□本町薬局 73-3233
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
◇出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○上園医院 73-1055
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○ちゃえん歯科 67-2325
□しおかぜ薬局 88-6011
□本町薬局 73-3233
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
◇キッズクリニック 63-7707

○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○ちゃえん歯科 67-2325
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978
□こがね薬局 64-1132
◇二宮医院 62-0167

□令和２年長島町成人式
（町文化ホール）

○平尾診療所 88-2595
○脇本病院 75-2121
○阿久根眼科 72-0040
○来仙医院 84-2005
○市川医院 63-3151
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
□高松薬局 73-4002
□スマイル薬局 84-2430
□第二緑調剤薬局 63-1177
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○吉井中央病院 62-3111
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○あくね歯科医院 72-0556
□長島調剤薬局 64-5555
□阿久根薬局 72-1017
□すくすく薬局 72-5010
□マリン薬局 63-6678
◇しみずこども医院 68-0633

□長島町消防出初式
（町総合町民体育館駐車場）

成人の日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

○長島クリニック88-6405
○植村整形外科 72-1041
○クリニック．なかむら 62-0241
○恒吉医院 82-0048
○田畑歯科医院 62-0888
□しおかぜ薬局 88-6011
□上野薬局 72-1016
□ふれあい薬局 63-3070

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

□第 18回長島すいせんウォーク
（町文化ホール周辺）

○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○三慶医院 63-2333
○平田整形外科クリニック 62-8801
○宮薗歯科医院 73-3222
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ひまわり薬局 62-6070
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

○平尾診療所 88-2595
○上園医院 73-1055
○野田診療所 84-2023
○おかだクリニック 63-7011
○上野歯科医院 63-2306
□本町薬局 73-3233
□野田調剤薬局 84-2856
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

●１月１日は元日です。
　元日は「年のはじめを祝う」ことを趣旨としています。

●１月 13日は成人の日です。
　成人の日は「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青
年を祝いはげます」ことを趣旨としています。
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